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北病棟チームカンファレンス記録

平成１８年　１０月　１３日（金）
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・アルコール依存症治療プログラムの実施方法改訂に伴い、今まで病棟単位で行っていたプログラム作成や評価を、１名のアルプロ担当スタッフが、病棟に関係なく、退院までプログラムの作成・評価を実施する担当制の形式となります。実施フローと、備考・注意点を添付しますので、必ず熟読してください。

担当スタッフ(プログラムの作成・実施・評価を行うスタッフ)
　　　　　東病棟　小泉　鈴木　橘
　　　　　西病棟　藤原(百)　外城　佐々木(美)
       　　 北病棟　藤原(英)
実施サポートスタッフ(プログラムを実施するスタッフ)
　　　　　東病棟　山田　松橋　川守田
        　　西病棟　東　　下帯　宮澤
        　　北病棟　沢田　岩藤  紫波　荒木田

月２回カンファレンスでの検討会、月１回の委員会、また担当者会議において、
意見交換や情報交換をおこなって進めていきます。
今までアルコールプログラムや評価を作成したことがない方もいると思いますが、

担当になった際には、今までの経験者に相談しながら作成・評価して下さい。
・ＳＳＴの個人記録用紙の記載について盛田心理士より指摘がありました。サポートスタッフで記録用紙の記載の仕方について確認したいと思いますので、１０月１７日（火）16：00～　４Ｆユーティリティーに集まって下さい。ＳＳＴのマニュアルを持参して下さい。

・インフルエンザ予防接種について

　予防接種を受けるにあたっての連絡を致します。

　65歳以上で八戸に在籍のある方は、助成額\1,000で自己負担額\2,150となります。

　生保の方は無料となり接種後役所に申請で良いとの事です。他の市町村の情報が入りましたら、その都度連絡するとの事です。

＜家庭復帰、施設入所検討＞

・沢田　三朗様～現在、自己服薬管理を行っていますが、特に問題なく管理・服薬されています。御家族の受け入れ体制も良い為、今後外泊訓練をして行き外泊状況の経過を見て、退院方向で検討して行く予定です。

　　　　　　　　10/14（土）9:30～10/15(日)15:30に帰院の予定で1泊２日の外泊に

　　　　　　　　行く事になっています。帰院後は、御家族・本人様より外泊中の様子を聞き更に疲労感等を本人様へ確認して関わっていきましょう。

＜Ｄｒ安ヶ平ケース検討＞

・滝田　英人様～内服薬が変更になってから幾分夜間の睡眠時間が早くなって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いますが起床時間が遅くこの頃は、食事時間のレストラン移動が遅くなって来てプログラム・日課に支障が徐々に見られているので担当スタッフは、ケアプランに追記しながら本人様と話し合い関わっていきましょう。

＜学術進行状況確認＞

「長期入院患者様を抱える御家族のニーズと治療展開する医療従事者とのギャップについて」学術の読み上げ原稿とパワーポイントを照らし合わせ、読み上げています。10月９日（月）に考察・まとめについて意見等聞かれている為、10月12日（木）に担当スタッフ(滝田・沢田・工藤・加藤)が集まり考察を修正し、阿部ＧＯＭに確認して頂いています。

































